
Ⅰ 問題と目的

2010年代に多数のソーシャルメディアが生ま

れて以降，フェイス・トゥ・フェイスの対面形式

でない，オンライン上でのコミュニケーションの

重要度は一気に増加してきた（正木，2019）。イ

ンターネット上でのソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス（SocialNetworkingService），い

わゆるSNSの利用が一般的になり，従来の我々

のコミュニケーションそのものが部分的にSNS

上に移行する一方で，新たな形態・内容のコミュ

ニケーションも発生，普及しつつある。こうした

社会的なコミュニケーションの変容を受け，心理

学的な研究に関しても，たとえば承認欲求とSNS

利用の関係について（正木，2018）や心理的居場

所（川原，2020；諸井ら，2018；須藤，2019；鈴

木ら，2022）との関連，孤独感（平木・宮崎，

2020），印象形成（下田・笠置，2021），幸福感

（藤井，2021），人生満足度（黒澤・田口，2020），

自己概念（宮代，2019），自己開示（西村，2020）

といった様々な視点から行われてきている。

また，SNSを含めた「インターネット」の使用

については，耐性（tolerance），重要視（salience），

気分の変化（moodmodification），引きこもり

（withdrawal），葛藤（conflict），再発（relapse）

といった，薬物依存に近い次元（dimension）が

含まれているとGriffiths（2005）が指摘するよ

うに，依存の観点からの研究も多く見られる（た

とえば宮城ら，2020）。こうしたインターネット

依存に関しては，SNSに対する依存やゲーム依

存，動画閲覧を常態的に行うなど，様々な使用の

仕方を含んでいると考えられる。そこで本研究で

は，SNSをTwitter，Instagram，LINE等と定

義したうえで，SNSの使用に対する態度につい

て独立に測定することを意図した尺度を構成する

ことを目的とする。このため，現在参照できる複

数の尺度について，表記の統制や項目の修正，因

子分析を経て，包括的なSNS使用態度尺度を構

成する。

Ⅱ 方法

調査時期

調査は2022年8月から2023年1月にかけて実

施された。

調査対象者

近畿圏・中部圏の大学，女子大学に所属する大

学生136名（男性28名，女性108名，平均年齢
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本研究では高校生，大学生を対象に，SNS使用態度について測定が可能となる包括的な尺度を作成する

ことを目的とした。このため，複数のSNS使用に関連する尺度項目を参照，修正，統合したうえで，72

項目からなる質問紙が作成された。高校生，大学生，大学院生の男女，計190名を対象にデータが収集さ

れた。因子分析の結果，「ネガティブ表出」，「依存的使用」，「対比ネガティブ」，「賞賛希求」，「拒否不安」，

「暴露不安」，「ハードルの低さ」，「継続義務感」，「炎上容認」，「情報共有」の10因子が抽出され，これら

に対応する下位尺度を構成する全53項目からなるSNS使用態度尺度が提案された。
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19.7歳，SD＝3.47），近畿圏の大学院に所属する

大学院生8名（男性4名，女性4名，平均年齢

23.9歳，SD＝2.70），近畿圏の女子高校に所属す

る高校生46名（平均年齢17.3歳，SD＝0.53）の，

計190名が調査に参加した。

質問紙の構成

複数のSNSに関わる態度，行動に関する尺度

を組み合わせ，さらにそれらで使用されている項

目を，単独の項目として見ても，それが「SNS」

に対する質問項目であることが理解可能であるよ

うに，かつ，ダブルバーレル質問とならないよう

に配慮しながら，表現あるいは表記の修正統一を

行った。そのうえで，これらの中の類似した項目

や，不適切と判断される項目を吟味，削除して，

最終的に 72項目からなる SNS使用態度測定尺

度を作成した。これら72項目のいずれかの先行

研究に該当する尺度について以下に列挙する。

たとえば，藤・吉田（2009）のインターネット

上での行動内容については，「自己演出」，「自己

開示」，「自己客観視」の3因子からなる「自己の

表出に関する行動」，「所属感獲得」，「対人関係拡

張」，「攻撃的言動」の3因子からなる「他者との

関係に関する行動」，「攻撃的言動」，「没入的関与」，

「依存的関与」，「非日常的関与」の4因子からな

る「現実とのバランスに関する行動」の，3つ

の行動内容を測定するものである。石川（2019）

の現実のコミュニケーション行動尺度は，「慎重

性」，「積極的連携」，「調和性」の3つの下位尺度

からなる尺度である。能仁ら（2022）のSNS利

用行動尺度は，「アピール・反応への囚われ」，

「投稿」，「ストレス解消・暇つぶし」，「知識やア

イデアの獲得」，「気遣い」の5つの下位尺度から

なる尺度である。

岡安（2016）のインターネット利用行動（尺度）

は，「朝起きるとすぐにメールなどをチェックす

る」などの18項目が使用されていた。髙橋・伊

藤（2016）のSNS利用時の行動尺度は，「一般

的積極利用」，「自己アピール」，「敏感即応」，「ス

ルースキル」，「表現法配慮」の5因子からなる尺

度である。都筑ら（2019）は，独自に作成した

「反応がよかった投稿について，何度も読み返す」，

「反応が悪かった投稿については，投稿したこと

を非常に後悔する」の2項目で，SNSの投稿に

ついての態度を測定している。黄ら（2017）のソー

シャルメディアの利用動機尺度は，総務省情報通

信政策研究所の調査で使われた項目を元に大学生

用に作成され，因子分析の結果，「他者と気持ち

を共有するため」，「リラックスとストレス解消」，

「暇つぶし」，「情報収集のため」，「現実生活の

通信道具として」の5因子が抽出された。柏原

（2011）のTwitter利用動機尺度は，「交流／自

己表現動機」，「既存関係維持動機」，「実況／情報

探索動機」，「自己呈示動機」，「気晴らし動機」の

5因子から構成される尺度である。ただし，柏原

（2011）は，この因子分析の過程で，「おもしろい

から」「暇つぶしになるから」という2つの項目

が除外されていることについて注目している。

松浦ら（2020）のSNS効用認知尺度は，五十

嵐・吉田（2003）を参考に，「SNSの親和充足」，

「SNSの利便性」，「SNSの束縛感・不快感」の3

因子から構成される尺度である。西村（2017）の

プライバシー懸念・LINEの効用認知尺度は，

「インターネットにおけるプライバシー懸念尺度」，

「LINEの効用認知尺度」の2つの下位尺度から

なる。大野（2019）の SNS利用動機尺度は，

「逃避」，「優越感・評価の獲得」，「日常の関係維

持」，「愚痴・相談」，「共感の獲得」の5つの下位

尺度からなる尺度である。

菱山（2009）が項目反応理論を用いて分析し，

橋本・山田（2020）がα係数の算出により信頼性

を確認したインターネット依存傾向尺度は，「イ

ンターネットを使用できない状態が続いても，不

安にならない（逆転）」などの48項目からなる単

一次元尺度であった。久保ら（2015）のSNS依

存尺度は，「情緒的利用」，「過度の利用」の二因

子からなる尺度である。黒川ら（2020）の高校生

用スマートフォン利用によるインターネット依存

傾向測定尺度は，「情緒」，「統制不全」の2因子

からなる尺度である。松島ら（2017）の大学生版

スマートフォン依存傾向尺度は，「時間浪費」，
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「携帯利用できないことへの不安」，「日常への侵

入性」，「自己像の揺らぎ」の4つの因子からなる

尺度である。申・潮村（2019）の SNS依存

（「他にしなくてはならないことがあっても，つい

つい Twitter/LINEを見てしまうことがある」

など）およびSNSの使用認知（「Twitter/LINE

上では，面と向かって話しにくい相手ともやり取

りしやすい」など）尺度は，それぞれ因子分析に

より一因子性が確認された尺度である。戸田ら

（2015）の新しいスマートフォン依存尺度は，「ネッ

トコミュニケーションへの没頭」，「スマホの優先」，

「マナーの軽視」，「ながらスマホ」，「長時間の通

話」の5因子からなる尺度である。鶴田ら（2014）

の高校生向けインターネット依存傾向測定尺度は，

「精神的依存状態」，「メール不安」，「長時間利用」，

「ながら利用」，「対面コミュニケーション不安」

の5因子からなる尺度である。

前田（2021）（森・名取，2018）の能動的SNS

疲れ尺度は，「注目獲得」，「自己抑制」，「嫌われ

回避」の3因子，受動的SNS疲れ尺度は，「劣

等感」，「義務感」，「情緒不安定」の3因子からな

る尺度である。森ら（2014）の受動的SNSスト

レスイベント尺度は，「動向懸念」，「ネガティブ

感情」の2因子からなる尺度である。岡本（2017）

のSNSストレス尺度は，「投稿拡散不安ストレ

ス」，「閲覧強要ストレス」，「社会的比較ストレス」，

「友だち申請の拒絶ストレス」，「SNSと現実のギャッ

プストレス」，「過剰な繋がりストレス」，「背伸び

ストレス」の7因子構造をもつ尺度である。

藤井ら（2013）のNTBS（Twitterの不適切な

投稿）尺度は，「自己アピール」，「コミュニケー

ション」，「リツイート」の3因子からなる尺度で

ある。濱口・金子（2021）のサイバーアグレッショ

ン尺度（cyberaggressionscale:CAS）は，海

外で開発された既存のCAの尺度（Lee,Abell,

&Holmes,2015；Runionsetal.,2017；Shapka

&Maghsoudi,2017）を参考に作成されたSNS

やeメール上での攻撃的コミュニケーションの項

目と，虚勢的自己呈示（國吉，2017），自己高揚

的な自己呈示（谷口・清水，2017）から構成され

た尺度である。調査の結果，天井効果，床効果が

疑われる項目を除外し，残った10項目（「怒りの

発信」2項目，「他者に関する否定的な情報の発

信」2項目，「自己高揚的自己呈示」3項目，「逸

脱した使用法」3項目）に対して，因子分析が

実施された結果，「怒りの発信」，「自己顕示」の

2因子が抽出された。本研究では，濱口・金子

（2021）が当初作成した全31項目が検討の対象と

された。小坂（2016）の過度のインターネット利

用尺度は，「動画共有サイト・オンラインゲーム

参加」，「SNS閲覧」，「コンテンツ接触」の3因

子から構成される尺度である。増井ら（2019）の

日本語版ネット荒らし尺度は，Buckelsetal.

（2014）が，ネット荒らしを測定するための尺度

として構成した，4項目からなる TheGlobal

AssessmentofInternetTrolling（GAIT）に

Sest&March（2017）が4項目を加え，さらに

GAITの項目を修正して開発した TheGlobal

AssessmentofInternetTrollingRevised（GAIT

R）の日本語版として開発された尺度である。

「私の投稿やコメントが攻撃的だと思う人もいる

が，私は面白いと思う」や「私は，インターネッ

ト上でのいざこざやトラブルを起こしたくない」

などの項目からなり，増井ら（2019）により一因

子性が確認されている。小倉・藤本（2019）の

LINE利用に関する不合理な信念尺度は，「即時

性への囚われ」，「メッセージへの過敏さ」，「過度

の同調性」の3つの下位尺度からなる尺度である。

上記に加え，川浦ら（2005）のmixiにおける

経験と行動，北上ら（2015）のテクノ依存傾向，

宮戸・小玉（2017）のインターネット依存傾向尺

度，諸井・木ノ下（2021）のSNSにおける居場

所感覚尺度，二宮（2017）のTwitter上の自己

呈示尺度，西村・遠藤（2009）の尺度を改変した

澤井・福岡（2018）インターネット利用動機など

の尺度項目についても参照し，検討を行った。以

上の手続きにより選択され，修正された72項目

を表1に示した。

手続き

大学教員が担当する，高校生向けの心理学系講
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表1 本研究で使用された項目（SNS使用態度）



義の講義時間中あるいは大学や大学院における心

理学系講義の講義時間中に質問紙が配付され，

調査対象者は集団で質問紙調査に参加した。質

問紙には，「これは，あなたのSNS（Twitter，

Instagram，LINE等）の利用状況や考え方につ

いて尋ねるものです。次の質問に対して，「全く

あてはまらない（1）」から，「よくあてはまる（5）」

のうち，最も自分にあてはまるものを1つだけ選

んで○をつけてください。」との教示がなされ，

5件法の選択肢のいずれかに○をつけることが調

査対象者に求められた。調査対象者には個人のペー

スでこれらへの回答を進めることが求められた。

倫理的配慮

調査の実施に際しては，その結果が統計的に処

理され，個人の結果が問題とされないこと，結果

は研究の目的以外に使用されないこと，参加は自

由意志によるものであり，いつでも質問への回答

を辞められることをフェイスシートに記載し，周

知した。これらの記載事項に同意する場合にのみ，

調査に参加することが求められた。

Ⅲ 結果と考察

SNS使用態度尺度の因子分析

本研究で使用された72項目に対して，最尤法，

Promax回転による因子分析を行った。因子の解

釈可能性を判断し，10因子解が妥当と考え，項

目や因子の解釈可能性や，どの因子にも因子負荷

量が｜.35｜未満であることや，複数の因子に対

して因子負荷量が｜.35｜以上であることを考慮

して，項目の削除を行った上で因子分析を繰り返

し，最終的に53項目からなる10因子解を採択し

た。この因子分析表を表2に示す。

第一因子は，「腹が立った出来事があると，そ

のことへの怒りや不満を SNSに投稿する」や

「SNSでは，体調が悪いことをアピールする」な

ど，ネガティブな感情や経験をSNS上に投稿す

ることに関する項目に負荷量が高く，ネガティブ

な内容・感情をSNSで表出する態度として「ネ

ガティブ表出」と命名された。

第二因子は，「他にしなければならないことが

あっても，ついSNSを見てしまう」や「時間を

忘れてSNSの投稿を見続ける」など，SNSを頻

繁に見る，あるいは長時間閲覧することに関する

項目に負荷量が高く，SNSに対して依存的な態

度として「依存的使用」と命名された。

第三因子は，「SNSで他人の日常に関する投稿

を見て嫉妬する」や「SNSで他人の投稿を見る

と劣等感を感じる」など，SNS上の他者の投稿

を見ることで，自分や自分の経験に対してネガティ

ブな感情をもつことに関する項目に負荷量が高く，

SNS上の他者との比較によりネガティブになる

態度として「対比ネガティブ」と命名された。

第四因子は，「他人から注目されるためにSNS

を利用する」や「現実の生活が充実していること

を自慢するために，SNSを利用する」など，SNS

上での投稿により，自分が評価されることに関す

る項目に負荷量が高く，SNS上での賞賛される

ことを求める態度として「賞賛希求」と命名され

た。

第五因子は，「SNSでは，自分の投稿に既読が

ついたかを何度も確認する」や「SNSでの投稿

に，すぐ返信しなければ相手に嫌われるのではな

いかと不安になる」など，SNS上での自分の投

稿に対して，ネガティブなフィードバックが与え

られることに対する不安に関する項目に負荷量が

高く，SNS上での批判等を心配する態度として

「拒否不安」と命名された。

第六因子は，「SNSで常に人とつながっている

気がして疲れる」や「SNSに書き込むと，自分

の行動を人に把握される気がして気持ちが悪い」

など，SNS上で自分の情報が開示されているこ

とに対してネガティブな感情をもつことに関する

項目に負荷量が高く，SNS上での暴露に対して

不安を感じる態度として「暴露不安」と命名され

た。

第七因子は，「大したことのない用事でも，SNS

だと気軽にやり取りができる」，「SNSでは，面

と向かって話しにくい相手ともやり取りしやすい」

の2項目に負荷量が高く，SNS上でのやり取り

のハードルの低さを感じる態度として「ハードル
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表2 SNS使用態度尺度の因子分析結果（最尤法，Promax回転）



の低さ」と命名された。

第八因子は，「自分からSNSでのやり取りを

終えるのは相手に失礼だ」や「SNSでみんなが

やり取りしているなか，自分だけ抜けるのはよく

ない」など，SNS上でのやり取りを継続してい

かないといけないと考えることに関する項目に負

荷量が高く，SNS上でのやり取りの継続を義務

と感じる態度として「継続義務感」と命名された。

第九因子は，「SNSで誹謗や中傷の投稿が目に

入ると気が滅入る（逆転）」や「SNSでの私の投

稿やコメントが攻撃的だと思う人もいるが，私は

おもしろいと思う」など，SNS上でのトラブル

をあまりネガティブと捉えないことに関する項目

に負荷量が高く，SNS上でのトラブルを容認す

る態度として「炎上容認」と命名された。

第十因子は，「家族・友人・知人とコミュニケー

ションをとるためにSNSを利用する」や「事務

的な連絡のためにSNSを利用する」など，SNS

を日常的な連絡手段として使用することに関する

項目に負荷量が高く，SNS上でのやり取りは情

報のやり取りであるとする態度として「情報共有」

と命名された。

第一因子（ネガティブ表出）に対して負荷量が.

35以上の11項目の平均得点を調査対象者ごとに

算出し，これをネガティブ表出得点とした。同様

の手続きで，依存的使用得点，対比ネガティブ得

点，賞賛希求得点，拒否不安得点，暴露不安得点，

ハードルの低さ得点，継続義務感得点，炎上容認

得点，情報共有得点を調査対象者ごとに算出した。

それぞれの下位尺度得点の平均値および標準偏差

は，表2に示した。

また，これらの下位尺度の信頼性について検討

するため，α係数を算出した（表2）。その結果，

炎上容認については，α＝.567，情報共有につい

ては，α＝.593と，やや低い値であるものの，そ

れ以外の尺度については，いずれも.650以上の

α係数を示した。

本研究では，高校生，大学生，大学院生を対象

として，SNS使用態度尺度を構成することを目

的とした。因子分析の結果，「ネガティブ表出」，

「依存的使用」，「対比ネガティブ」，「賞賛希求」，

「拒否不安」，「暴露不安」，「ハードルの低さ」，

「継続義務感」，「炎上容認」，「情報共有」の10因

子が抽出された。すべての因子の信頼性が十分で

あるとは言えないが，多くの因子の信頼性は比較

的高いことが示された。紙面の都合上，尺度の仔

細な特性については議論できていないが，続報に

て，本研究の分析結果を吟味していくこととする。
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